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地域で活躍する学生たち
プロジェクト研究、自分たちで一から作るサークル、地域フォーラムへの参加、鳥取環境大学は
学生一人ひとりが主役になる大学です。
今回は、そんな地域で活躍する学生たちを紹介！  意外な（？）地域活動も行っています。

山本 哲也　環境デザイン学科 4 年 （写真右）３年間、 服屋でアルバイトをしていましたが、 服を売らされているという感覚が嫌になり、
卒業後 ・ 海外に行く予定にしていた西岡君を誘いました。 バイトで雇われていた時とは違
い責任が重い反面、 地域の商店街の方々やお客さんとの交流など、 楽しいことがたくさ
んあります。 仕事上のポリシーは、 「無理やり売らない ・ 友だちを多く作る ・ 常連さ
んを結びつける」 です。 将来的には、 店の大きさはこのままで、 西岡君が海外に住み
ながら仕入れるというようにしていきたいと考えています。 また半年に一度ぐらいイベ
ントをして、 地域のために若者を溢れさせ、 地元である鳥取駅前の商店街の活性化に一
役買えればと思っています。

西岡 哲人　環境政策学科 4 年 （写真左）古着が好きなのですが、 鳥取にはあまり古着屋がなく、 地元の大阪などで買っていました。
そんな頃、 山本君に 『古着屋をしてみないか』 と誘われて一緒にやってみることになり
ました。 もし、 誘われていなければ海外へ行っていたと思います。 仕事は学校との両立
など大変ですが、 充実しています。 商品の仕入れでは、 店が狭いので良い商品を選ぶの
に苦労します。 また、 顔を覚えるのが苦手なのでお客様一人ひとりの名前と顔を覚えるよ
う努力しています。 個人的な夢は、 海外に永住したいと思っており、 店としては、 店舗
数を増やして大きくして、 色々な方面にも進出したいと考えています。 大学では、 自由
な時間を使って、 色々な方向性を探っています。 商売は自分の仕事ぶりがダイレクトに返っ
てくるので、 緊張感をもってでき、 自分の成長につながっています。

TENGOKU 元々自転車部での知り合いだった 2 人が開業。 現在、 山本君 ・ 西岡君は共同で古着屋を
経営しているほか、 一軒家を借り、 共同生活中。 新品にはない味と質の良さを追求し、
大阪や遠くアメリカなどから一点物の服を直に仕入れています。 山本君が出資し、 内装
デザイン ・ 仕入れは自分の部屋を作る感覚でと西岡君が担当しています。

鳥取市栄町662 第二池上ビル1階（栄町サンロード内）TEL.（090）4698-6079

■TENGOKU

砂川 るい子　環境政策学科 4 年（団体代表�）

指定管理者制度について知るきっかけは、 地方自治法の中に人

員 ・ 経費削減のためにそういった制度があると、 授業で学ん

だことです。 そこで、 インターネットで調べてみたところ、

鳥取市でも募集していたので、 早速応募してみました。 高砂

屋の開業当初は、 準備に追われ、 忙しくしていましたが、 順

調に軌道に乗り、 今は地域フォーラムを提供したり、 蕎麦を

提供したりできるようになりました。 残りの２年を使って、 もっ

と地元に愛される高砂屋にしたいと考えています。

鈴木 謙太郎　環境政策学科 4 年

友だちに勧誘され参加してみました。 しかし、 実際に参加し

てみると、 協力し運営していくこと、 お客様への対応など多

くの難しさに気付き、 その中で 『自分たちでやっているのだ』

という責任感が芽生え、 自分たちで０から出発したおもしろさ

を感じることができました。

井上 良子　環境政策学科 4 年

代表の砂川さんから誘われ、 おもしろそうだと感じ、 参加し

ました。 蕎麦を提供する前は一人で店番をしており、 お客様

TAKASAGOYA
高砂屋

「城下町とっとり交流館」 （愛称…高砂屋） は、 平成１８年より鳥取環境大学新都

市研究会が指定管理者 （代表　環境政策学科　砂川るい子さん） に選定されました。

スタッフは７名おり、 ローテーションで２名が常駐しています。 週末は家族連れや

観光客で賑わっています。 また旧居宅を利用した休憩室で蕎麦茶房の営業を始めこ

〒680-0046  鳥取市元大工町1番地

TEL／FAX（0857）29-9024

http: / /b log. l ivedoor. jp/ takasagoya0857/

■高砂屋
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吉永 昇平　環境政策学科卒業生 （写真左）

地元が熊本県水俣市だったので、 環境問題に興味があり鳥取環境大学へ進学しました。

そこで天職の農業と出会いました。 きっかけは大学２年の夏休みに１ヶ月北海道の農場へ

インターンシップに行った事。 現在は、 来年設立予定の 「農業ビジネススクール」 に

参加するまでの間、 国府町の農業法人に就職し、 農作機械 ・ 農地 ・ 体力など、 農業の

厳しさを感じています。 作物は水稲を中心に大根 ・ 白ネギ ・ 大豆 ・ 茄子 ・ 山芋等です。

いずれは農作物を作るだけではなく、 農業を通して子供達への環境教育や、 農業を含め

た食育やグリーンツーリズムもしたいと考えています。 夢は、 大学で知り合った同じ志

をもった人が、 今ベトナムでベトナム人への農業研修をしているので、 その研修生の引

受先としての会社を立ち上げたいと考えています。

アグリフロンティア
Agri Frontier

平成１９年度、 鳥取市は国府町農業公社を受け皿に 「農業ビジネススクール」 を計画し

ており、 ２年間で基本から販売までの農業経営を勉強し、 自活できる若者を育成してい

ます。 鳥取環境大学では３名の希望者があり、 ビジネススクール参加までの１年間、

鳥取市国府町と福井県若狭町の２箇所で研修を受けています。

※グリーンツーリズムとは…

「緑豊かな農山漁村地域において、 その自然 ・ 文化 ・ 人々への交流を楽しむ、 滞在型の

余暇生活」 「農山漁村で楽しむゆとりある休暇」 のことです。
鳥取市国府町

■アグリフロンティア

福原 昌也　大学院社会環境学領域 1 年起業のきっかけは、 篠原教授 （環境政策学科） から総合芸術文化祭のＨＰを作って欲しいという依頼を受け作りあげた自信と鈴木助教授 （環境政策学科） からの起業への勧めでした。 現在はホームページ作成 （企画 ・ 制作） だけでなく、 お客様とのお付き合いの中で、 パソコントラブルサポートなども行っています。 設立当初は、 仕事がないので積極的に懇親会などに参加して、 頂いた仕事も信頼を得るまでほとんど無償でやっていました。 やがて、 多くのお客様から信頼を得ることができ知名度がアップし、 徐々に大きな仕事を任されるようになってきました。 将来的には、 鳥取に永住し、 現在の仕事を大きくしていきたいと考えています。 現在は 『Re;TUES』 （鳥取環境大学同窓会）の情報発信用のサイト ・ データベースを作成中。 同窓生がいつでも大学に帰ってこられる場所を提供できればと考えています。

一円起業
Ichien Kigyou

大学３年次に東京で行われたビジネスプランコンテストに参加。 そこで 「起業」 に出会い、一念発起。 独学でＷＥＢ技術を学びました。 資本金 1 円でも会社設立を可能にした新会社法の 「最低資本金制度特例」 を利用し、 平成１７年１月２４日に起業。 現在はＷＥＢコンテンツの他、 ＷＥＢ技術を使ったデータベース管理等も手がけています。

鳥取市桂木824番地アイコンフォート106号TEL.（0857）53-6626　　URL  http://msy-website.jp

■（有）エム・エス・ワイ

加藤 雄介　環境政策学科 2 年 （写真中央）

学友会が行っていた 「市街地一斉清掃」 の行事を昨年から学愛が担当して、 年 2 回 （5

月と 11 月） に行っています。 今後は、 学愛企画の市街地清掃と鳥取市の全市一斉清掃

と時期が重なるため、 時期をずらす、 もしくは企画を持ち込むなどを考えています。 ま

た、 今年は日本たばこ産業株式会社 （JT） と 『拾えば街が好きになる』 という企画で、

地域の祭に参加し、 清掃作業を行いました。 JT の方と来年度も行おうと話しをしていま

す。 清掃中は地域の方とのふれあいがあり、 大変良い体験となりました。 個人的には企

業の鳥取県版環境管理システム （TEAS） の取得審査支援 ・ ISO 取得支援、 高校生 ・

中学生 ・ 小学生への ISO 教育もできればと考えています。

学生ISO委員会（学愛
）

Gakusei ISO Iinkai(Gakuai)

「学生 ISO 委員会」 は、 ISO14001 取得大学中でも珍しく学内 ISO の

一機関として参加する、 学生による委員会です。 学生が環境に配慮し

ながら、 気持ちよく学生生活ができるように、 日々様々な活動を行っ

ています。 その他、 地域の環境活動にも幅広く参加しています。  



Good
project!

鳥取環境大学報　第8号　平成19年2月14日4

「第3回環大コンペ」の結果について「第3回環大コンペ」の結果について

手話講座

大学生活の向上あるいは地域社会へ貢献する、優れた企画を実施する学生団体に
「鳥取環境大学を支援する会」より賞金が贈呈されました。

手話教室を学生・教職員向けに開講しました。

聾学校を退職された先生に講師として来て頂き、 週に一度

１５週、 １回あたり９０分、 指文字から簡単な会話まで

を練習しました。 参加者は学生が約２０名で教職員が約１

０名でした。 参加者からは、 『授業の内容が面白い』 と

好評で、 来年度も開講する予定です。 その他、 夏休みに

はパソコン要約筆記講座が開催され、 学生の１０名程度

が参加、 うち７名が実際の授業の中でパソコン要約筆記を 今後もこういった講座を開講し、 質だけでなく量も高めていきたい。 （加藤事務局次長）

「環境に優しい商品を購入することで社会を変えよう！Vol.2」
グリーン購入研究会（代表者：笠季実子 他、計11名）

鳥取の環境に優しいお店・商品を学生・地域の人に知っ
てもらい、グリーン購入への理解を深め､今後の生活に
役立ててもらうことを目的とする。��

「スポーツ大会」
クラブ会役員会（代表者：城島正樹 他、計5名）

スポーツを通して、日頃ふれあうことの少ない他学科、
他学年の学生同士、教職員が交流を深め、繋がりを広げ
ることにより、大学の活性化に繋げていくことを目的と
する。

�｢写生大会 ～絵を通して自然を知ろう～」
美術同好会（代表者：植田佳苗 他、計16名）

若葉台小学校の子供達と自然に関するものを題材に写生
を楽しむことを通し、身の回りにある自然環境を知り、

興味を持ってもらうことを目的とする。

「美-Dash」
美術同好会（代表者：植田佳苗 他、計16名）

本学の芸術系団体が共同出展し、絵画・書道・写真・立体・
工芸等の展示会を行い、学内や地域の方に鑑賞して頂き、
交流の輪を広げる。

「第３回 わかば工房」
エコえん（代表者：青山聡太 他、計11名）

地域の方に協力してもらい、①手作りのリサイクル品、
②卒業生がつくった野菜とお米、③工芸教室、の３つのブー
スを大学祭で提供し、地域コミュニティの活性化を目指す。

「模擬店コンテスト」
環謝祭実行委員会（代表者：小山瑶子 他、マーケット班

計5名）

大学祭で例年以上に模擬店出展者が多いことを生かし、

来場者の投票による、①見た目、②味、③サービス、④
エコロジー貢献度、を審査することで、大学祭の永続的

な活性化を目指す。

「食いしん坊バンザイ！！」
環謝祭実行委員会（代表者：小山瑶子 他、イベント班計

6名）

大学祭来場者全員にスタンプラリーカードを配布し、全
模擬店・各展示施設に足を運んで貰えるように、また他
イベントと連動することで一体感を持ち、大学祭を盛り
上げていくことを目的とする。

「No.1をねらえ」
環謝祭実行委員会（代表者：河島歩 他、イベント班計5

名）

本学、環境問題に関わるランキング問題（５択、５問）
を大学祭来場者に出題し、正解者には賞品を進呈する。

１０団体１３企画の申込のあった「第３回環大コンペ」。主催者の「鳥取環境大学を支援する会」
による第二次面接審査の結果、以下のとおり入賞５団体が決定！　贈呈式は１１月１５日、本学理事

学生ＩＳＯ委員会

代表者：足立雄平 他、計10名

本学の学生・教職員及び、全国各

地の環境団体が「同日同時刻」に

各地域で清掃活動を行い、正午ちょ

うどに拾ったゴミを持って一斉に

ジャンプすることで、清掃活動に

一体感を持ち、今後の環境活動の

活性化・意識向上のきっかけ、並

びに環境団体同士の繋がり作りに

10代の組み込みシステム開発体験教室
マイコンカーラリー部（鷲見研究室後

援）

代表者：坪内康恵 他、計12名

鳥取県産業の中心となっている電気電

子・機械産業の、簡易な組み込み系ソ

フトウェアを１０代参加者に体験・体

感してもらうことを通し、「悩む」で

「環境サミット『次代』」
次世代会議（代表者：稲見唯睦 他、計6名）「持
続可能な社会に向け、私たちは次の世代、時
代に何を残すのか？」をテーマに有識者、市長、
市民、学生がそれぞれの視点から話し合うこと、
また講演会を実施することにより、１０年先
の地域社会、私たちのあり方を考えるきっか

「ラジコンヘリコプターシミュレーション体験教室」
JAVA研究会（鷲見研究室後援）（代表者：坪
内淳美 他、計13名）小中学生を対象に、①ヘ
リコプターの仕組みの理解、②コンピュータ
シミュレーションでの操縦体験、③実機でマ
スターする体験、を通し「仮想」と「現実」
のギャップの理解をはかることを目的とする。

＊ 第3位 ＊　賞金5万円

＊ 第4位 ＊　賞金2万5千円 ＊ 第5位 ＊　賞金2万5千円

＊ 第2位 ＊　賞金10万円

＊ 第1位 ＊　賞金20万円

☆Congratulations☆☆Congratulations☆

今回惜しくも僅差で落選した企画も、素晴らしい可能性を秘めています！　企画は１回きりでなく、継続して実施することに意義があります。
最初は小さな芽かもしれない企画を、徐々に膨らませ、輪を広げ、大きく育てていってください。そして、来年も是非、ふるって応募を！

申込企画

野菜のことならＭＡＢ（マブ）
中山間地域応援隊ＭＡＢ

代表者：近藤侑子 他、計7名

①農家の所得向上、②地

産地消の流通チャンネル、

③街の活性化、を目的と

する学生による産直市。

Good
project!

「日本列島を軽くしよう！」

学生のみなさんへ
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クラブ・サークル活動の紹介

運動や趣味を通じて
新しい仲間や先生と楽しく交流しています。フライングディスク部 FM-Tottori.com

まずフライングディスクとはフリスビーを使って行う競技全

般のことを言います。 具体的にはDDC、 ドッジビー、 フリー

スタイル、 ディスクターゲットなど様々な種類があります。

その中でも、 私たちは 『アルティメット』 という競技をメ

インに部活を行っています。 説明は難しいのですが、 この

『アルティメット』 という競技はサッカーとバスケをたして

2 で割ったようなもので、 得点のとり方はアメフトに似てい

ます。 このスポーツはほとんどが大学から始めた人ばかりで

気軽に楽しむことができます。 現在部員は 14 名おり男女混

合で 「unlimitez」 という名前で１つのチームを作っていま

す。 私たちは中国地方の大会をメインに出場しており、 非

公式ではありますが、 以前行われた広島での交流戦では中四

国で 4 位の成績を収めました。 私たち 「unl imi tez」 はそ

私たち FM-Tottori.com/ 学生番組制作プロジェクトは、 鳥取大

学の学生と合同で活動を行っており、 現在、 鳥取環境大学10名、

鳥取大学 8名でインターネットラジオを制作、 発信しているサ

ークルです。

この活動では、 ラジオで喋ることや原稿を書くことなどを含め、

番組作りの難しさ、 楽しさなどが学べ、 こうした活動を通じて、

自信やコミュニケーション能力がつくという利点があります。

番組制作での取材では、 社会人の方々だけでなく、 芸能人や

アーティストの方々と会うことができます。 安田大サーカスさ

んにお会いした時は、 緊張してマイクを持つ手が震えました！

（他、 パックンマックンさん、 住田弁護士、 川嶋あいさん…

取材済） 私達はこのような取材を通して学んだことを、 リス

ナーの方々に伝えていこう！と考えています。 そして、 この

平成18年度課外活動等成績

平成18年度献血功労者に対する日本赤十字
社鳥取県支部 ［団体］ 支店長感謝状受賞

／鳥取環境大学 〈鳥取地区管内では、 他

（株）吉備総合電設、 本学、 リコーソフ

トウェア （株）鳥取開発センターの 3団

体、 県内では11団体が受賞〉

吟詠剣詩舞部／●第 51 回神心流　吟と舞
全国コンクール （H18.9.10） 初級剣舞

の部 ［個人］ 第 3位／久保仁美 （環境

政策学科2年）

弓道部／●第 12 回中四国学生弓道新人戦
（Ｈ18.3.3～ 4） ［個人］ 女子個人　第

4 位／小早川貴子 （環境政策学科 2 年）

〈中国 ・ 四国地区の新人と 2年目の選手

で競われる大会。 男女計420人参加〉

●第 2 0 回名和公顕彰弓道大会 （Ｈ

18.4.29） ［個人］ 男子個人戦　優勝／

林尚希 （環境デザイン学科2年）・女子

個人戦　第3位／小早川貴子 ［団体］ 女

子団体戦　優勝／メンバー：遠藤真希 （環

境政策学科3年）、 坂田弘子 （環境政策

学科3年） 土井綾子 （環境政策学科3年）

〈鳥取県大山町の名和神社で行われる大会。

一般の部は男子 10 団体、 女子 4 団体、

計42人参加〉

●第 39 回中国学生弓道競技大会 （Ｈ

18.4.22～ 23） ［団体］ 女子団体戦　第

3位 （女子 32団体中） ／メンバー：小

早川貴子 ・ 土井綾子 ・ 石橋遼 （環境政

策学科4年） 〈中四国学生弓道連盟主催、

中国地区の大学生で競われる大会。 男子

27団体、 女子32団体、 計341人参加〉

●第50回西日本学生弓道選手権大会 （平

成 18.5.20 ～ 21） ［個人］ 女子個人戦

　第 2位／小早川貴子 〈中四国学生弓道

連盟・九州学生弓道連盟主催大会、 中四

国・九州地区の学生で競われる大会。 男

子59団体、 女子66団体、 計760人参加〉

山部（スキー・スノーボード）／●第 3回木
島平 （長野県） 西日本スキー選手権 （Ｈ

18.3.15～ 19） ［個人］ 男子スキースラ

ローム競技の部　第 1位／川崎計哉 （情

報システム学科 3年） ・ 男子スキージャ

イアントスラローム競技の部　第1位／川

崎計哉 （両種目2連覇） 〈木島平スキー

クラブ ･ SAJ公認木島平スキー学校主催、

西日本 NO.1 を決める大会、 高校から西

日本にいる大学生限定、 参加者1,000名、

11位までが入賞〉

バスケットボール部（女子）／●第 61回国
民体育大会中国ブロック大会 （H18.8.11

～ 13、 場所：岡山県岡山市） 成年女子

バスケットボール競技の部／鹿児島由美

（環境政策学科4年）

書道部／●第54回独立書道展 （H18.1.11

～ 17） ヤング賞入選／城間美乃 （環境

デザイン学科 3年） 「沙」 を出品、 東

京都美術館にて展示

●第 55回独立書道展 （H19.1.10 ～ 17）

ヤング賞入選／城間美乃 「聞」 を出品、

東京都美術館にて展示

表　彰

主なクラブ活動成績

HPアドレス　http://www.fmtottori.com/
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プロジェクト研究 プロジェクト研究とは、調査・分析を通じて多角的な視点から解決
策を導く力、

プロジェクト名

指導教員 ： 環境政策学科 教授   小林 朋道

プロジェクト概要

野生動物の減少に関する問題の一つに、車に

はねられての事故死（ロードキル）がある。特に、

貴重種のロードキルは大きな環境問題である。

大学周辺の道路でも毎年、多くの野生動物がロー

ドキルに遭うことは意外に知られていない。

今回のプロ研では、このような野生動物のロード

キルを防ぐ対策として、それが多く起こる道路に

「タヌキ注意」の標識をたてることを目標にして

活動した。

活動概要

目標の達成のためには、どのような場所に、ど

のような資料をもって働きかければよいかを話し

合い、道路を管理する国土交通省にコンタクトを

とった。その後、大学周辺におけるタヌキの生息・

活動の状況、タヌキのロードキルの発生状況な

どの資料をもって国土交通省中国地方整備局を

訪ね、標識の設置やその場所について依頼や

協議をおこなった。その結果、標識の設置につ

いては許可が下り、国土交通省中国地方整備

局の担当者の人も交えて、現地で設置場所の

検討を行い、６月の下旬、２箇所に「タヌキ注意！」

の標識を設置することができた。

標識の場所については、「車の運転者がタヌキ

をはねやすい場所の手前で、標識に気づきやす

いこと」を優先項目にして決めたが、それ以外

にも、夜間、標識が目立ちやすい道路沿いの街

頭の下に設置するなど、こちらの考えた意見も

反映された。

今後、標識がタヌキのロードキルの減少につな

がることを期待しながら、効果を見守っていきたい。

プロジェクトメンバー

■入江 彩加（環境政策学科 1 年）　　　　■岩崎 南   （環境政策学科 1 年）　　　　■小椋 正満（環境政策学科 1 年）

■田尻 和浩（環境政策学科 1 年）　　　　■福田 亮介（環境政策学科 1 年）　　　　■藤原 恵   （環境政策学科 1 年）

関係組織に働きかけて

大学周辺の道路に「タヌキに注意！」の

看板を設置しよう！



Essay
エッセイ

鳥取県の名水展鳥取県の名水展Essay
エッセイ

環境デザイン学科

教　授 十倉 毅
Tokura Tsuyoshi

　平成 18年８月最後の一週間、中国電力（株）

のご好意で「鳥取県の名水展」を開催させてい

ただいた。場所は、鳥取市内の「中電ふれあ

いホール」、その内容は、学生諸君と実施した

調査研究の成果を１７枚のパネルにまとめたもので、

来展者には「鳥取県の名水地図」を配布した。

また、会場では鳥取県東部・中部・西部の名水

試飲コーナーを設けるとともに、水に関する遊戯

として「水琴窟」と「龍洗」を持ち込んだ。

「龍洗」は、日本語大辞典（講談社）にも載っ

ていない。黄銅製の鍋の取っ手を擦ることにより

鍋が共鳴し、内部の水が噴き上がる装置である。

筆者はこれを、講義における「板状材料の共鳴

現象」を説明する教材として重宝している。そ

の名前を知ったのは、万里の長城（明代）の東

端、山海関の小堂であり、古くは祭祀器として使

用されたという。

　上述の名水地図はなかなかの好評で、正味６

日間で７００枚余がさばけた。複数枚を持ち帰る

人もいたから、正確な来展者数は不明であるが、

一人２枚として、３５０～４００名が妥当なところであっ

たように思う。ご来場者は、ほとんどが中年層で、

この週末には新しい水場を訪ねてみるというご夫

婦も何組かおられた。先年、家内を亡くした身に

とって、ご夫婦の会話は、何とも羨ましかった。

抗がん剤を拒否し、自然免疫療法に頼った妻は、

私の鳥取から大阪に運ぶ湧水を楽しみにしてくれ

ていた。

　さて、今回ここに展示した成果は、本学カリキュ

ラムの特色の一つである「プロジェクト研究」（以

下、プロ研という）による。プロ研は、半年ごと

に終了し、その構成は、次のようになっている。

１、２年次のプロ研１～３では、全学科（環境政策、

環境デザイン、情報システム）の学生諸君が、

教員の提示したテーマを選択し、学科の枠を超

えたチームを編成する。教員は、アドバイザーで

ある。一方、プロ研４・5・６・７は、それぞれの

学科内で運営され、内容も専門性が強くなる。

場合によっては、プロ研７（卒業研究）への足

がかりを３年次から固めることができる。

　今回の展示物は、２００３年後期、２００４年前

期および後期の一カ年半、延べ４７名の学生によっ

て実施された調査研究「鳥取県・名水地図の

作成」の成果である。

　再び、中電ホールの名水展に戻る。

　会期の最終日に、米子から４人の小学校時代

の同級生が来てくれた。昔の子供会のメンバー

でもある。中学３年の夏まで米子で過ごした私は、

父の転勤や自分の大学や勤務先の関係で以後、

水戸、姫路、宝塚、京都、大阪と移り住んだが、

鳥取環境大学への赴任後は、歓迎会を催しても

らうなど、米子を訪れる機会も多くなった。

　そして、来展の４人に米子での名水展開催を

持ちかけたところ、喜んで応援するとのこと、９月

１９日から４日間、中国電力米子営業所の展示ギャ

ラリーをお借りした。すでに、くだんの同級生た

ちによる会場係も決まった。昨日は、米子に住む

８８歳の女先生からも電話を頂戴した。奈良から

駆けつける友達もいるそうだ。

　米子市立義方小学校　昭和２９年卆、名水展

は５２年ぶりの同窓会になりそうである。

鳥取環境大学報　第8号　平成19年2月14日 7

1年次

2年次

3年次

4年次

前期・後期

前期・後期

前期・後期

通年、卒業研究

プロ研 1・2

プロ研 3・4

プロ研 5・6

プロ研 7

りゅう せん

りゅうせん
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様々な業界から迎えた顔ぶれ。
新しく迎えた教員に抱負を語ってもらいました。着 任 挨 拶

私は研究者になることを希望して大学院に入

学して以来、ずっと税制に関する研究を続け

ています。研究を続けてきて思うのは、一見

複雑に見える現象も本質に近づけば近づくほ

ど意外とシンプルであるということです。ただ

し本質に近づくためには、様 な々着眼点や思

考力が必要です。本学の教員として着任す

ることになり、今後は教育者として難しい学問

や社会現象をなるべくシンプルに分かりやすく、

学生の皆さんに講義することが出来たらと考

えています。難しい専門用語が並んでいるた

め、一見理解できないように思える学問も実は

シンプルでおもしろい事を知ってもらいたいと思

います。講義を通して、本学の学生に様 な々

社会問題や経済問題の解決を図ることの出

来る思考力を身につけてもらえよう努力してい

くつもりです。

鳥取環境大学は自然に恵まれており、こうし

た環境の下で、私自身も学生の皆さんと共に

教育者、研究者として成長したいと思ってい

ますので、何卒よろしくお願いします。

環境政策学科

講　師
Kawaguchi Shinichi

前職 : 東京外国語大学非常勤講師

内閣府経済社会総合研究所
政策研究研修員

慶應義塾大学
21世紀COEプログラム研究員

川口 真一

平成 14 年から4 年間、東京にあるシンクタン

クで海洋政策の研究をして参りましたが、こ

のたび環境法分野の教員として本学に赴任

することになりました｡ 兵庫県で生まれ育ち､

話す言葉は英語でさえ関西弁に聞こえると言

われる私には､ アウェーからホームに戻った心

境です。

専門は国際法です。なかでも海洋生態系の

保全、海洋資源の持続可能な開発に関する

法制が主たる関心領域です。本学では､ 白

砂青松の鳥取の海岸から日本海を見渡しつつ、

グローバルに考え、ローカルに活動できる環境

研究をしていきたいと思っています。

公設民営の鳥取環境大学は、鳥取の住民、

自治体関係者の大きな期待を担って誕生した

と聞いています。これからはその末席を汚す

ことになりますが、独りよがりの教育､ 研究に

陥ることなく､ 学問の普遍的成果を地域に応

用するとともに、地域の現実から普遍的論理

を構築していく努力を怠らないよう心がけたい

と思います。

環境政策学科

講　師
Kagami Yasuhiko

前職 : 海洋政策研究財団
研究員

加々美 康彦
環境デザイン学科

助教授
Nakaji Hiroyuki

前職 : 独立行政法人
国立高等専門学校機構
高松工業高等専門学校
建設環境工学科　講師

中治 弘行

最初の勤務先は太平洋が目と鼻の先にある

豊橋技術科学大学でした。前職の高松工業

高等専門学校も瀬戸内の温暖な気候で、う

どんのおいしい、過ごしやすいところでした。

今回、初めての山陰地方での生活になるので、

これからの季節に耐えられるかどうかというの

が当面の課題です。阪神・淡路大震災の惨

状を目の当たりにしたことをきっかけに、木造

住宅の耐震性能評価、特に、地域独自の構

法を尊重して全国画一的ではない構造設計

法の確立を目指した研究を、実験を主体とし

て継続しています。住まいとしての木造建物

の安全・安心はどのようであるべきか、いっしょ

に考えていきましょう。

採　　用�（平成 18 年   6 月   1 日付）� 北原  昭男�� 鳥取環境大学大学院　客員教授

� （平成 18 年   7 月   1 日付）� 國頭  大樹�� 総務課

� � � � 吉村  昌郎�� 入試広報課

� （平成 18 年   9 月 16 日付）� 川口  真一�� 環境政策学科　講師

� � � � 加々美  康彦� 環境政策学科　講師

� （平成 18 年 10 月   1 日付）� 中治  弘行�� 環境デザイン学科　助教授

� （平成 18 年 12 月 11 日付）� 中原  孝治�� 学務課

� （平成 19 年   1 月   1 日付）� 河本  紀幸�� 就職課

兼任解除�（平成 18 年   5 月 31 日付）� 村上  太佳子� 環境デザイン学科　教授 （同学科長兼任解除）

兼　　任�（平成 18 年   6 月   1 日付）� 吉村  元男�� 環境デザイン学科　学科長 （同学科教授兼任）

異　　動�（平成 18 年   7 月   1 日付）� 中　  武明�� 総務課 （入試広報課）

退　　職�（平成 18 年   7 月 31 日付）� 田中  和宏�� 総務課

� （平成 18 年   8 月 31 日付）� 浅川  公子�� 図書情報課

� （平成 19 年   1 月 31 日付）� 山口  みずほ� 学務課

人事
報告

H18.4.2 ～ H19.1.31
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情報メディアセンター

LIBRARY

AND

INFORMATION

CENTER

LIBRARY

AND

INFORMATION

CENTER

当センターは学外の方にも開放しています。また、所蔵情報はインターネットで公開しています。
所蔵情報ホームページ　http://www.kankyo-u.ac.jp/media/library/

〈開館時間〉 ◆月～金曜日：午前 9 時から午後 7 時まで　◆土曜日：午前 9 時から午後 3 時まで

図書情報課　　TEL：0857-38-6730　　URL： http://www.kankyo-u.ac.jp/media/

※春夏冬の各期休業中は開館時間が変わりますのでご注意ください。臨時に休館や開館時間の変更をする場合があります。来館前にお問い合わ

せいただくか、ホームページに掲載の開館カレンダーでご確認のうえ、お越しください。　URL： ht tp : / /www.kankyo-

新設コーナーの紹介

情報メディアセンターは、 地域の公共図書館や大学図書

館と協定を結び、 密接な他館連携によって資料提供サー

ビスの充実を図っています。

大学図書館が公共図書館との間で物流をもカバーする連携

体制を整備している例は少なく、 全国的にも注目されて

います。

また、 通常他大学図書館から文献を取り寄せる際には送

料等の経費がかかりますが、 鳥取大学附属図書館から取

り寄せる場合は経費が無料になります。

相互貸借文献複写

相互協力 資料配送車

鳥取環境大学
情報メディアセンター

鳥取県立
図書館

鳥取市立
中央図書館

鳥取大学
附属図書館

地域連携

環境Pickup
　鳥取環境大学の学生として、 常に身近な生活から環境

問題を考える姿勢を大切にするため、 環境問題や自然の

大切さを考えさせてくれる本や環境問題のポイントを易し

く解説した本など環境に関する入門書的な書籍を集めて配

新着コーナー

　新たに整備した図書を一定期間新着コーナーに展示して

います。 教員選書や学生リクエストの他、 環境関連の図

書も積極的に収集しています。



鳥取砂丘除草ボランティア参加！
８月１８日早朝６時、鳥取砂丘景観保全協

議会主催の鳥取砂丘除草ボランティアに、

神近牧男副学長と事務局職員及び本学学生

ら計６名で参加しました。鳥取砂丘では昭

和４５年頃から外来の雑草が繁茂し、砂の

移動が減少して美しい風紋や砂簾（されん）

が見られにくくなったり、砂丘本来の美し

い景観を損ねたりするなど、砂丘の草原化

が深刻な問題になっています。当日は３０

名の県民の方と一緒に、山の背下付近一帯

の除草を約２時間行いました。帰りに背負

った、抜いた草の重みに充実感を得ること

ができましたが、鳥取の代表的な観光地で

ある鳥取砂丘が、多くの方にその存在・環

18年度春期市街地一斉清掃
５月２８日、本学学生や若桜街道両側の町

内会を中心に、鳥取西高校の生徒さんにも

協力してもらい１０７名の参加者が鳥取市

街地を清掃しました。例年、本学学生が主

催して春と秋に実施している「市街地一斉

清掃」ですが、今回は、「鳥取市民の皆さ

んに恩返しをする」という趣旨で、従来行

っていた若桜街道や智頭街道沿いでだけで

なくその周辺地区で、約４５㎏のゴミを拾

いました。また、日本全国で同時に清掃し、

拾ったゴミを持って正午ちょうどにジャン

プすると日本列島が一瞬軽くなる？「日本

列島を軽くしよう！」という清掃イベント

も本学学生が主催して同時に行われ、高知

韓国ハルリム大学生との
交流レポート
昨年度に引き続き、７月１３日に、鳥取県

西部にある南部町でホームステイ中の韓国

ハルリム大学（江原道春川市）の日本学科

学生１０名及び関係者が、本学を訪問し、

本学学生１３名と交流しました。お互い相

手国語で自己紹介し、学内見学、学食での

昼食後、皆で鳥取砂丘を散策しました。

昨年はこの交流がきっかけで、本学学生が

江原道を訪ねたり、ハルリム大生が鳥取市

へ滞在に来たりと、学生同士のよいつなが

りができました。

今年も、短い時間でしたが、アドレス交換

新規に開設！ 実務に精通した
講師による“ビジネス講座”
鳥取商工会議所会員企業に協力を得て行った

アンケートにおいて、ビジネス実務に関する

講座、研修等実施の要望が高かったことから、

本年度、本学のサテライト・キャンパスとし

て“ビジネス講座”「勝つための決算書の見

方（６月１８日）」「人生長生き楽しく暮ら

すために（７月９日」「会社経営・事業成功

のポイント（７月１６日）」を３回開催しま

した。今後もニーズに応じた、講座の開講を

検討していきたいと思います。

高校生を対象とした遠隔授業
「 遠 隔 授 業 」 は 、 鳥 取 情 報 ハ イ ウ ェ イ 、  

Torikyo-NET（鳥取県内の学校を接続する情

報ネットワーク）などの活用により、大学

から行われる授業を、生徒は高校に居なが

らにして、リアルタイムで受けることがで

きるものです。

今年度（５～１１月実施）、県外では誠英

高校（山口県防府市）「インターネット、

ネットワークとコンピュータ」をテーマに、

県内では青谷高校、鳥取工業高校、米子工

業高校の計３校において、「生活を巡る水

NEWS
平成18年度キャンパスニュース

地球温暖化防止フォーラムに
参加しました
鳥取県内の環境配慮活動に取り組む団体・

企業や個人が集まり、それぞれの情報交換

や各種環境活動への参加呼びかけを行うこ

とを目的に、『とっとり環境ネットワーク（盛

田榮一代表、１０９団体）』が設立されま

した。同ネットワーク設立１周年を記念し、

環境を重視した地域づくりに向けた活動の

輪を一層拡げることを目指して６月１０日「と

っとり環境デー・地球温暖化防止フォーラム」

が開催され、本学からも教職員・学生が多

数参加しました。

フォーラムでは、『省エネなど二酸化炭素

を削減するためのライフスタイルについて』

をテーマに、本学教員・学生などによる研

究発表のほか、古澤学長による講演、小池

環境大臣（当時）と片山鳥取県知事による『環

境対談』などが行われ、これまで慣れ親し

んだライフスタイルを見直し、未来を創造

8月12日、鳥取市の夏の風物詩「第４２回鳥

取しゃんしゃんまつり」に“鳥取環境大学連”

として９５名の本学学生が参加しました。

祭の当日、開始早々に会場を夕立ちが見舞う

というハプニングがあったものの、練習の成

果を発揮して美しく力強い踊りを披露するだ

けでなく、曲に合わせて掛け声をかけるなど

の踊り子達の強い連帯感が見られました。ま

た、本学学生連独自の目玉である“ゴミ拾い

隊”は今年も活躍し、踊り子達の後について

移動し、路上のゴミや踊り傘から落ちた紙な

どをを拾い集めました。

第42回
しゃんしゃん祭レポート

“循環型まちづくりシンポジウム”を開催！
２１世紀に生きる私たちは、地球温暖化など

の様々な環境問題や資源枯渇の問題に直面し

ています。『環境』をテーマに設立した鳥取

環境大学では、“Think globally, Act locally”

の精神にのっとり、地方・地域からこれらの

問題に如何に取り組んで、解決の芽を出すか

を追求しています。

７月２３日、本学が『循環型まちづくり』の

社会実験と位置付けて実施している「廃食油

のバイオディーゼル燃料（BDF）転換活用事

業」のご紹介と合わせて、ご支援・ご協力い

ただいた地域・市民の皆様方への感謝を込め
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鳥取市奨学金交付式及び
竹内鳥取市長との懇談会
１２月４日、「鳥取市鳥取環境大学奨学金」

交付式が、本学で行われました。（本奨学

金は年間５０～６０万円が鳥取市から給付

される制度です）給付を受ける学生１４名

が式に参加しました。その後、若者の意見

を市政に反映させるために竹内鳥取市長と

学生との間で懇談会が開かれ、日頃学生が

感じていることや、鳥取市活性化のための

要望等を一人ずつ発表し、和やかなうちに

eco検定受験！
１０月１５日、全国３３会場で行われた第

１回環境社会検定試験（ｅｃｏ検定）［東

京商工会議所主催］に本学から受験した学

生のうち７８名が合格、晴れて、幅広い環

境問題に対する基礎的な知識を持ち、そこ

から生まれる環境意識を日常行動に率先し

て移せる人材『エコピープル』となりました！

この検定試験は、温暖化などの地球環境問題・

時事問題などから９０題が出題され、全国

で約１万５千人余りが受験しました。受験

者は社会人が多く、本試験が企業のＣＳＲ（社

会的責任）活動や環境ビジネスの展開に寄

与するなど、社会のニーズに合ったもので

あることを裏付ける結果になったようです。

また大学生にとっても環境関連分野の企業・

団体や、環境に配慮した企業等への就職活

動に大きなアピール材料になると考えられ

日本環境教育学会
第18回大会（鳥取）プレイベント

「鳥取で環境教育を語ろう」
国内外で環境教育への関心が高まる中、本

年５月２５～２７日まで、日本環境教育学

会第１８回大会鳥取（主催：日本環境教育

学会他）が本学で開催されます。この大会

のプレイベントとして１０月２１日鳥取県

内の環境教育に関心を持つ学生（高校生や

大学生）、一般市民、学校教育・社会教育・

ＮＰＯなど関係者の方々にお集まりいただき、

鳥取市内で交流を深めました。当日は、本

学環境政策学科小林教授から基調報告があり、

池田満之氏（持続可能な開発のための教育

の１０年推進会議（ＥＳＤ－Ｊ）副代表理

事）、牛山佳久氏（自然体験活動推進協議

会（ＣＯＮＥ）副代表理事）、渡辺峰夫氏（日

本ネイチャーゲーム協会（ＪＮＧＡ）事務

局長）の各氏がそれぞれの立場から、環境

教育について話がありました。その後、「鳥

取で環境教育を語ろう」をテーマにパネル

ディスカッションが行われました。 ディス

カッションでは、一般の方から、地域の住

民を巻き込むシステム作りのポイントは何か、

地域交流プログラム
2006 in 鳥取
９月２３日に独立行政法人日本学生支援機

構中国支部主催で、本学を会場とした「地

域交流プログラム２００６ in 鳥取」（サブ

テーマ：「環境保全」―ず～っと住みたい

地球のために）が開催されました。本プロ

グラムは、中国地方５県の外国人留学生ら

約９０名が来学し、様々なプログラムを経

験しながら国際交流と各人が地球にやさし

い行動とは何かを考える一助とすべく、１

泊２日の日程で企画されたものです。

当日の内容は神近牧男副学長による基調講

演（「地球環境問題を考えようー鳥取砂丘

の利用と世界の砂漠化問題―」）をはじめ、

施設見学、石川真澄環境政策学科助教授が

ファシリテーターをつとめる分科会＆全体

会では、様々な出身国の環境に関する話が

グループ討議により話し合われました。本

学学生も司会や施設案内を通し貴重な経験

をし、環境問題の国際化とグローバルな視

JR津ノ井駅清掃活動
８月１９日、本学最寄りのＪＲ津ノ井駅周

辺のボランティア清掃活動に、本学のバス

ケットボール部とＴＵＥＳ ＦＵＴＳＡＬ Ｃ

ＬＵＢが参加しました。この企画は子供を

非行から守る桜ヶ丘グリーンゾーン推進協

議会と鳥取警察署が「少年非行防止キャン

ペーン」の一環として３年前から実施して

いるもので、本学は昨年から参加しています。

今回は、鳥取工業高校の生徒と地元住民及

び本学学生・職員が参加し、本学の学生らは、

駅駐車場や周辺道路の除草を担当しましたが、

土が固く車に踏まれている草はなかなか抜

きにくく苦労しました。午前９時から１０

時過ぎまでの約１時間、当日は曇り空のた

め暑さはあまり苦になりませんでしたが、

それでも終わった時には汗をびっしょりか

いていました。日頃より何気なく利用して

いる津ノ井駅や周辺道路は知らないうちに

ゴミがたまり、草が生え、見た目も悪くな

っています。今回の参加によって少しでも

地元の地域環境の改善に役立ててよかった

産官学連携フェスティバル2006
に参加・出展
１０月１７日・１８日、鳥取県民文化会館で、

２日間にわたり「産官学連携フェスティバ

ル２００６」が開催されました。同フェス

ティバルは、鳥取県内で活躍する各分野の

研究者、技術者などが研究成果や技術等を

発表する場で、分科会、パネルディスカッ

ションと盛りだくさんの内容で実施されま

した。主催者の発表で延べ約４５０人の参

加者があり、本学からは口頭発表４件、ポ

スター発表１１件計１５件の発表が行われ

ました。口頭発表の内容は以下の通りです。

１．「追突防止システムの開発による環境

保全」（情報システム学科教授　鷲野翔一）

　２．「省エネタイプＰＬＬ周波数シンセ

サイザの実用化への研究開発」（情報シス

テム学科教授　鷲見育亮）　３．「サステ

ナブルシティ実現戦略の研究ー２」（環境

デザイン学科教授　木俣信行）　４．「鳥

取県におけるエネルギーの自律を目指すバ

「山陰中核地域
　ものづくりフェア2006」へ出展
１２月８日～１０日、米子コンベンション

センターで開催された「山陰中核地域もの

づくりフェア２００６」に出展し約８００

名の方が本学ブースを訪れました。本学は、

下記の２つの研究室の成果について、パネ

ル展示及び開発したシステムやロボットの

デモンストレーション・体験等を行いました。

① エコプロジェクト「ガソリン消費追跡シ

ステムの開発」（鷲野研究室）②「視覚セ

「エコプロダクツ2006」へ出展
１２月１４～１６日、東京ビックサイトで

開催されたエコプロダクツ２００６に本学

も出展しました。本学ブースには昨年を大

きく上回る1,000人以上の方にお越しいただ

き、本学の取組（エコプロジェクト）を紹

介するともに、対応に当たった教職員により、

来場者や他の出展者との交流を図りました。

（エコプロジェクトとは本学でＣＯ2排出削

減のための５つのプロジェクトであり、教

鷲見研究室
マイコンカー製作教育
経済産業省主催の「平成１８年度 ITクラフ

トマンシップ・プロジェクト」に鷲見研究

室の企画したマイコンカー製作教室が２年

連続で採択されました。本年度は８月１９日・

２０日の２日間、は米子市で開催しました。

小中学生を対象にマイコンカーを作りなが

らハードウエア・ソフトウエアについて学び、

ものづくりの楽しさを味わってもらい、未
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平成19年度スケジュール（予定）

■履修ガイダンス

■入学式

■フレッシャーズセミナー

■前期授業開始

■オープンキャンパス

■プロジェクト研究発表会（前期）

■オープンキャンパス

4月

6月
7月
8月

平成19年

去る１０月２８日（土）・２９日（日）の両日、第６回鳥

取環境大学大学祭『環謝祭』が開催されました。開催日の

天気は心配されたものの、開催日両日とも晴天に恵まれ、

委員も十二分に力を発揮できた環謝祭となりました。しか

し、そこに至るまでの行程は、決して実行委員会だけの力

でどうにかなるものではありませんでした。学友会執行部

や各種運営委員会他、関係者の力をお借りし、そして学長・

理事長・教職員の皆様に様々な形で支援を頂きました。こ

の場をお借りし厚く御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。

来年以降は今年学んだ教訓を生かし、さらなる発展を目指

して環謝祭を作っていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　 環謝祭実行委員会　委員長

神山 新（社会環境学領域１年）

【主なイベント】

鳥取環境大学報　第8号　平成19年2月14日12

〈
第

8
号

〉
平

成
1

9
年

2
月

1
4

日
（

年
2

回
）

発
行

〈
発

　
行

〉
学

校
法

人
鳥

取
環

境
大

学
　

事
務

局
　

　
〒

6
8

9
-1

1
1

1
　

鳥
取

市
若

葉
台

北
一

丁
目

1
-1

　
T

E
L

.0
8

5
7

・
3

8
・

6
7

0
0

　
F

A
X

.0
8

5
7

・
3

8
・

6
7

0
9

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

［
鳥

取
環

境
大

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
］

 http://w
w

w
.kankyo-u.ac.jp　

［
E

-m
ail］

 info@
kankyo-u.ac.jp

2006年度鳥取環境大学学位授与式のご案内

第6回環謝祭

地球環境問題について、高校生の意見を発表してもらうこ

とを目的に、全国高校生環境論文「環境問題－未来へのメ

ッセージ－」を募集した結果、全国から１,０８８作の応募

を頂きました。１０月８日（日）には、第３回全国高校生

環境論文ＴＵＥＳカップ論文発表会と北野大氏の特別講演

が行われ、約２５０名の方が来場、盛会裏に終了しました。  

第１部では受賞者の４名が受賞論文の発表を行いました。

地球環境大賞の山形県立山形東高校の冨樫敬太さんは、幼

少のころから興味を持ち、身近にいたヒメギフチョウが減

少したことから、復活・保護のために行った里山保全活動

について発表しました。また、鳥取県で初めて入賞（鳥取

市長賞）した西村さおりさんは、地球温暖化で海面が上昇

するといわれていますが、土地が低いツバルではすでに影

響が出て、将来的には移住しなければならない現実を発表

しました。その他受賞者も様々な面から環境問題について

興味深い発表を行いました。

第２部では北野大氏が「マー兄ちゃんのやさしい環境講座」

と題して特別講演を行いました。

「公害と言う言葉を今はあまり使わなくなった」ことを例

に挙げ、環境問題が産業の問題から家庭や地域の問題へと

変貌してきており、グローバルな問題である環境問題解決

のためには「便利になったライフスタンダード（生活レベル）

は変えにくいので、地球人として一人ひとりがライフスタ

イルを変えていかなければならない」との話がありました。

第3回全国高校生環境論文TUESカップ論文発表会と
北野大氏特別講演

2006年度学位授与式を下記のとおり執り行います。

学部生、大学院生が学生生活の様々な思い出を胸に、夢

に向かって新たな一歩を踏み出す日となります。今後の

さらなる成長を期待し、励ましの言葉をお送り下さい。

ご参列をお待ちしております。ご来場の際は公共交通機

関をご利用ください。

■日時：平成19年3月21日（水・祝）
　　　　 【開場】11：30～12：30
　　　　　【学生受付】9：30～　【保護者受付】11：

00～

■会場：鳥取県立県民文化会館 梨花ホール

◆学位授与式終了後、引き続き

�・�鳥取環境大学同窓会｢Re；TUES｣ 概要説明

�・�学科別記念撮影


